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　トラフグの養殖は自然が相手で苦労も多いですが、愛
情を注いだトラフグがすくすく大きくなる姿を見ると、そ
んな苦労も忘れてしまいます。
　このトラフグを皆さんに安心して食べていただきたいと
の思いで、安全の証である熊本県適正養殖業者の認証
を取得しました。
　また、皆さんの元へ直接お届けできるようにふぐ処理
師の免許を取得し、鍋セットなど加工品の直販にも取り
組んでいます。これからもお客さまからの声を励みに加
工品の直販を拡大し、より多くの方に自慢のトラフグを味
わっていただきたいです。

　耕作放棄地を再生
し、活用するために必

要な草木の除去や耕

起、肥料の投入などに
対し、10アール当たり

２～10万円を助成し

ます。また、今年度から
新たに「イエロープロ

ジェクト」を開始し、

新幹線沿線などの農地
に景観作物（菜の花な

ど）を植え付ける場

合、10アール当たり１
万円を助成します。

■お問い合わせ先／農
地・農業振興課 ☎09

6-333-2376

　現在、県では、水俣病被害者の
方に対する新たな救済の申請を
受け付けています。救済の対象と

なる方は、かつて水俣湾またはその周辺水域の汚染された
魚などをたくさん食べた方のうち、手先・足先などに感覚
障がいのある方です。救済の対象となった方には、一時金
や療養手当、医療費の自己負担分などが支給されます。
　詳しくは、お電話でお問い合わせください。

水俣病被害者の
救済について

■お問い合わせ先／水俣病保健課 ☎096-333-2306

みんなで防ごう土砂災害
　6月は土砂災害防止月間で
す。梅雨に入ると雨が多くなり、
がけ崩れや土石流、地すべりな
どの土砂災害が起こりやすくな
ります。
　土砂災害から身を守るために
は、日ごろから周囲の危険な場

所や避難場所、避難経路を確認しておくとともに、気象情
報や市町村からの防災情報に注意し早めの避難を心がけ
ましょう。
　県内の土砂災害危険箇所や雨量・河川水位情報などは
県のホームページで確認できます。

■お問い合わせ先／砂防課 ☎096-333-2553

梅雨に備え、『熊本県防災情報
メールサービス』に登録を！
　県では、大雨、洪水、土砂災害などの危険性が高まった
場合に、皆さんの携帯電話へメールで情報を配信してい
ます。皆さん、そしてご家族の生命、財産を守るため、ぜひ
登録をお願いします。

■お問い合わせ先／危機管理・防災消防総室 ☎096-333-2115
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耕作放棄地の解消を
目指して！

　県が認定する漁業士など、浜のリーダーとなる人材を
積極的に支援し、将来の漁村を担う漁業者を育成するた
めの取り組みを行っています。
■お問い合わせ先／水産振興課 ☎096-333-2457

新しい漁村を担う人づくり事業

　新規就業者に対する広報や就業促進活動、中堅林業者
向けの林業技能作業士養成研修などにより、林業担い手
の育成・定着を進めています。
■お問い合わせ先／林業振興課 ☎096-333-2446

林業担い手の確保・支援

　研修会の開催や技術研さんなど青年農業者の自主的な学習活動の推
進、消費者との交流などの社会活動を支援します。
■お問い合わせ先／担い手・企業参入支援課 ☎096-333-2382

青年農業者育成対策

地域との調和を図りながら、農業に参入しようとされる企業などを総合的に支援します。
　　　　　　■お問い合わせ先／担い手・企業参入支援課 ☎096-333-2377企業等農業参入支援事業

　わたしがいる地区は農林業に従事する後継者が多
く、活気があります。竜門林業研究クラブには会員が
27人いて、定例会では、木材や技術向上について意
見交換などを行っています。
　林業は危険な仕事というイメージがあるかもしれ
ませんが、山を理解してきちんと手順を踏んだ作業
をすれば、怖いことはありません。手入れの行き届い
た、光が差し込む良い山をつくれば良い木材ができ
るし、山や木材が自分の「足跡」になってずっと残っ
ていくことに誇りを感じます。椎茸も栽培しており、
質の良い原木を使ったおいしい椎茸を消費者に届け
たいとがんばっています。

毎日元気
に山へ！

村上 正八さん（菊池市）
むらかみ しょうはち

野口 大樹さん（御船町）
のぐち    だいき

岩村 龍男さん（水俣市）
いわむら  たつお 

株式会社 吉永商会 常務取締役 岩村 龍男さん（水俣市）
いわむら  たつお 

株式会社 吉永商会 常務取締役

農業参入を地域の発展につなげたい農業参入を地域の発展につなげたい

entry@anshin.pref.kumamoto.jp
に空メールを送信し、返信されたメールの
指示に沿ってください。 登録用QRコード

熊本県防災情報ホームページ 検 索熊本県防災情報

登録
方法

愛情いっぱいに育てた
トラフグ、食べてみんですか！

自然の木が持つ
温かみが大好きです！

たくさん
の人に

ホームページ　http://www.pref.kumamoto.jp/site/548/

企業
では

健康な山が良
い木を育てま

す

　お茶は、栽培はもちろん、製造にも気温や
湿度がかかわる難しい仕事です。どうすれば
深い香りと味、美しい色が出せるのか、試行錯
誤の連続。そんな中でお客さまの「おいしい」
という声は大きな励みになっています。お茶の
全国大会で農林水産大臣賞をとり、日本一の
お茶農家になるのが目標です。
　現在は、上益城青年農業者クラブの会長も
務めています。農業にもビジネス知識や人脈は
大切なので、月に１回集まり勉強会などを行っ
ています。がんばった分だけ自分に返ってく
る、厳しいけれどやりがいがあるのが農業だ
と思っています。

今年も、おいしかお茶が
できました！

わたしたちの暮らしをもっと元気に、もっと豊かに！
熊本の農林水産業の未来を担う人や企業をご紹介します。

文子さん
ふみこ

　お茶は、栽培はもちろん、製造にも気温や

■お問い合わせ先／農
地・農業振興課 ☎09
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耕作放棄地の解消を
目指して

県 政
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と思っています。

渡辺 拓也さん
わたなべ  たくや

浜口 大樹さん
はまぐち   だいき

　うちの会社では、水俣・芦北地区を拠点に生ゴミなどを原料にした、たい
肥を製造し販売しています。耕作放棄地の活用や雇用促進にもなるし、わた
したちが作るたい肥の良さも知ってもらえる
と思ったのが農業に参入した理由です。
　行政やJAの協力も得て、昨年8月から芦北
町で農業を始めました。生ゴミからたい肥を
作り、そのたい肥で作物を育てるリサイクル
ループの確立が目標です。
　今年度から芦北高校を卒業した法花津君
が農事部の社員となり、がんばってくれてい
ます。これからも農業参入が地域発展につな
がるようがんばっていきます。

るみこ かずよ
拓哉さん 唯夏ちゃん 留美子さん 和代さん 大樹さん 
たくや だいきゆいか 耕作放棄地解消110番ホー

ムページ
検 索耕作放棄地110番

　うちの会社では、水俣・芦北地区を拠点に生ゴミなどを原料にした、たい
肥を製造し販売しています。耕作放棄地の活用や雇用促進にもなるし、わた

　行政やJAの協力も得て、昨年8月から芦北
町で農業を始めました。生ゴミからたい肥を
作り、そのたい肥で作物を育てるリサイクル
ループの確立が目標です。
　今年度から芦北高校を卒業した法花津君
が農事部の社員となり、がんばってくれてい
ます。これからも農業参入が地域発展につな
がるようがんばっていきます。
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山下 雄大さん（上天草市）
やました  たけひろ

毎日畑に出て、充実しています！

野口 大樹さん（御船町）
のぐち    だいき

がんばっ
た分

自分に返って
くるのが農業で

す

サラダたまねぎ

毎日畑に出て、

かばしま知事

　　　　　　　　　　　　県では、一般道での車両の消毒、畜舎とその周辺での消毒な
ど防疫対策を実施しています。県民の皆さんのご理解と積極的なご協力をお願いします。
　口てい疫は、牛や豚などの病気で、人に感染することはありません。また、感染した牛や
豚の肉、牛乳が市場に出回ることはありませんが、万が一このような肉などを食べたとして
も人体に影響はありません。
　詳しい情報は熊本県のホームページに掲載していますので、ぜひご覧ください。

■お問い合わせ先／畜産課 ☎096-333-2401

口てい疫について

検 索熊本県ホームページ

http://cyber.pref.kumamoto.jp/bousai/
http://www.pref.kumamoto.jp/site/kousaku110/
http://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/73/3.html

